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四すめられる'と仮定すると、ある場所では勉設が非常にすすんでゐるが、ある場所では-一向にばかばかしくないといふやうな事抽胞が生れた弘、またはゴムやアYミニタリは似るくらめになって主党が、鍛や綿一はいつまでも不足してゐるといλやうな片ちんばな開殺がすすまないとも限らない。もちろんかかる極端な例は、質際問題としてあbうるとどではなく?また、あっ℃はならない乙とであるが、それでも、建設途上におい℃は、めだたなかった乙とが計叢挫の紋如のために、いwdで3あがったものを見ると、どうもしっくbしないといふ.やうな例はまま見受付られると乙ろであって、人も金も物も、最大限度に利用しなければならない止いふ械併殺行中にあっては、かかる曲一絢な行議以すらも絡調に避けなければならないもの吃ある。平時ならば、いままでの自由、主義経済理論がやかましく説3た℃℃Sたやうに、需要供給の閥係によって、生.産も次第に調節3れてゆく乙とであらうが、戦時にあっτはそんな悠長なととはいってはゐられない。その性格の一つとしげし綜令怯といλものが絡鈎不可依のものとなう一つ一つの政策なれば、政府の行政が臨機、時に熔じて乙れを十分院解決し℃ゆく乙ともで主るが、物事を綜入管的に勘案し℃、過不足のない海然たる一つのまとまちを作りあげるには、何といっ℃も各部門に瓦る基本計叢といふものが必要ーとなってくる。たをへば、共祭悶の指導者たる大和民族の配分を考へ、民族後肢の永遠般を考へる時は、乙れをいづれの地方に進出せしむるかの大方針がまづ決定し・経済開後・文他工作も乙の線に添ふて途行8れてゆくやうになる。ま党党とへば魁
闘士計査は、てゐる。

済問機がすすめられる際市も、以上のやうに人口政策と関聯し、また高度閥防止いλ閥防健制と関聯して綜令的に勘案3れなければならないのが」ある。大東加図土計設の必要性も治のやうな立場から要求8れてゐるのであって、建設の大業がすすめられてゆく時民、
可及乙れを基礎として共祭悶噴古の大事業たる共祭閣の磁波は、永遠民間以

的すみやかに大東躍の闘士計登を樹立し、
乙れに則って、
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